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　はじめに
　眼科病棟において術後の安静：D必要性は、創部の口多開、
眼内出血などの術後合併症を予防する上でも重要視され
ている。その為に歯みがき、洗面、排泄など基本的一＝・一
ドが制限される。
　当病棟では、術前後のオリエンテーシ・ンを通して患
者に安静の必要性を説明し、術後安静が保てるよう援助
して来たが、時折り安静の守れない患者が見うけられた。
　今回一“「何故術後の安静が守れないのか」という点に
着眼し、眼科看嚢の向上を目指す為の試みを行った。そ
の問題解決過程をここに報告する。
　経過
　まず看護婦個々のオリエンテーシ・ン方法についてレ
ポートを提出した。その結果、オリエンテーションの仕
方には個人差があり、中には非常に簡単に実施している
者もいることがわかった。しかし、これ以外にも安静が
守られないことの原因があるのではないかと考え、安静
を保持する為の阻害因子をあげてみたところ、オリエン
テーション施行時期の問題、医師側の問題、看護婦側の
問題、患者側の問題などがあげられた。そこで、問題点
を明確にする為に、KJ法を用いて問題点を整理してみ
た。KJ法は、一見まとめようのない多様な事実をあり
のままにとらえ、その統合化により新しい意味を発見す
る技法である。
　まず各自が原因と考えられる事柄を10個以上あげ、
合計152枚のカードを作成した。そして4グループに分
かれ、それぞれのグループがカードを基に、原因を明確
にする為の図解作製にあたった。それにより、①オリエ
ンテーシ・ンの方法や内容が適切でない。②安静度表に
裏づけがない。③医師、看護婦の安静度に対する認識不
足、④医師から患者への説明不足、⑤医師、看護婦間の
伝達不足、⑥患者の特殊性、⑦患者の人間性、の7項目
が提起された。
　そこで、オリエンテーシ・ン班、安静度班の2つに分
かれ、それぞれ検討改善に努めた。
　展開
　オリエンテーシ・ンについて、KJ法より次の問題点
があげられた。
　①内容が多過ぎる　②施行回数が少ない　③施行時期
が悪い。
　しかし、回数については、日勤で1回施行するのみだ
が、隠々な看護場面で説明していること。又、時期につ
いては、外科病棟などと異なり深呼吸、ネブライザー等
の術前練習も必要ないこと。何日も前から説明すること
により、却って、患者に過度の緊張を与えるのではない
か。との理由で、今まで通り行うことにした。そこで、
内容に焦点をあて検討してみた。
　まず、病棟の現状をあげてみると、手術前日に、院内
で使用している手術患者オリエンテーシ・ンチエックカ
ードで、必要事項をチェック、眼科用オリエンテーシ・
ン用紙を参考に説明し、カルテにとじている。
　しかし、ここでも次のような問題点があった。
　①チェックカードが全麻用の為、不必要な項目が多い。
　②カルテにとじても、活用されていない。
　③眼科用オリエンテーシ・ン用紙の中にも、看護婦が
説明する必要のないものもあるのではないか。
　以上のことから、チェックカードを全般的に検討し、
眼科局麻用チェックカードを作成することにした（　）。
特に、術前の排尿練習には、説明と実施確認を、又、術
後の安静度については、項目別とし、裏付けのある説明
ができるよう工夫した。方法として、手術前日の日勤の
早い時期に行い、説明済み項目にサインをする。そのチ
ェックカードを基に、準夜へ不足点を申し送り、補足、
確認後サインし、記録持カルテにとじる。それ以陵も、
説明した時点でサインをするというように、チェックカ
ードを活用することにした。
　実施期間、症例も少なく、充分な情報が得られなかっ
たが、実際に使用してみて、看護婦側から次のような意
見が出された。
　①項目がまとまり、説明しやすい。
　②プレメディケーシ・ンについては、時間のみを記入
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すればよいという方法とし、簡略化された。
　③説明もれ、又、日勤から準夜への申し送りもれが、
カードを確認することにより明確となった。
　次に、安静度について、KJ法より安静度表に対する
裏づけがない、医師、看護婦の安静度の認識不足、医師
から患者への説明不足、医師、看護婦間の伝達不足、患
者の特殊性といった問題があり、これらに対し以下のよ
うな対策を考えた。
　①医師に、禁止する項目の根拠をアンケート調査する。
　②出入りの多い検査室、、処置室に安静度表を貼り、患
者の認識を深める。
　③現在の患者の安静度を、特に差が大きく守られにく
い2度、3度にしぼり、視力、理解力を考えた上でベッ
ドサイドに安静度表を貼る。
　他は、診察介助、点眼、訪室時等その都度、看護婦よ
り説明していく。
　又、これらの対策を、医師側にも理解を促し、術後安
静度変更の有無について、意識的に指示するよう声をか
けることにした。
　①に対し、洗髪は振動による以内出血、創部のロ幕開。
入浴は浴室での転倒による眼への外力、術後の炎症、感
染、末梢血管の拡張に伴う出血。ひげそり、歯みがきは
振動による創部の口置開。喫煙は毛細血管の縮少に伴う治
癒の遅れ、又、喫煙本数の多い患者の場合、運動量の増
加に伴い安静が保てなくなる。以上の可能性から禁止し
ている。との回答が得られた。
　しかし、術後早期に許可した為、これらの合併症を併
発してしまったという正確なデータはないが、可能性が
ある以上、早期に許可することは思わぬ事故につながる、
との意見もあった。
　②に対し、処置、検査後安静度変更時、医師より細か
い説明を受けることにより、患者も自分の安静度を理解
でき、又、安静度表全体を見ることで、自己の安静度が
明確となり、安静を守れるという意見を得た。
　③に対して患者側からは、「看護婦より説明を受ける
だけよりも、実際に自分の安静度を表として身辺にある
方が、くり返し見ることが出来、必要な生活範囲が理解
しやすい。」「見やすく、わかりやすい。」などの意見を得
た。
　看護婦側からは、「個々の患者のベッドサイドで安静
度を知ることができ、患者に援助しやすい。」医師側か
らは、　「現在出している安静度を把握しやすく、変更の
指示を早めに出せる。」という意見が出た。
　考察
　実施期間が短く、以前に比べ安静度が守られるように
なったかを評価することは難しいが、眼科局麻用オリエ
ンテーシ・ンチェックカード作成により、説明のポイン
トが明確となり、かつ、能率的、効果的なオリエンテー
シ・ンが行われるようになったといえよう。安静度につ
いても、患者、医師、看護婦各々が、安静度に対する認
識を深めること。又、医師、看護婦は統一見解のもとに、
患者の強いられている安静に対し、もっと目を向け、患
者の特殊性をふまえた安静の説明と、援助の必要性を再認
認識することができた。しかし、ここで、各看護婦のオ
リエンテーシ・ンの仕方、安静変更時の医師、看護婦間
の伝達、患者自身の問題等、残された問題も多い。
　今後も、これらのことを念頭におき、眼科における看
護の向上と、ニードに対しての適切な援助の提供が行え
るよう努力していきたい。
　まとめ
現在、医学のめざましい進歩とともに、眼科において
も、超音波吸引術などの技術の進歩や、医療材料等の改
良があり、安静時間も日々短縮されつつある。
　私達看護婦も、日々の学びを大切にし、積極的に看護
にとり組むことに努力していきたい。
　おわりに
　今回、この研究をするにあたり、御指導、御協力下さ
った諸先生方、ならびにb病棟の皆様に深く感謝致しま
す。
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表1 手術患者オリエンテーションチェックカード
室号　　　　　患者名 1　　　　i手術予定月日ﾋ1男　女
丹伯サイ■　　準備品（必要数を入れる） 月／伯 イン 手術当　日 （術　前）
11．腹　　　帯（　　　　　） 1 1、飲　食　物
2，胸　　　帯（　　　　　） a　剃毛確‘忍
3．丁　字　帯（　　　　　） 3．排　　　泄
1　4．タナ、・（　　　） 4．貴重品取扱いの確認i　　5、　バスタオル（　　　　　　　　） 5．義　　　歯
6，紙オムツ（　　　　　　） 指　　　輪
17，すいのみ，ストロー，スフーン ネ．ノクレス
（　　　　　　） 時　　　計 除去確認
8．　ち　　り　紙（　　　　　　） 化　　　粧
9．そ　の　他（　　　　　　） ヘ　ア　ピ　ン
L メ　ガ　ネIl　　　　手　術　前（3～4日前） （コンタクトレノズ｝
」　1・歯みがき 6，頭　　　髪
［　a深呼吸 7．　血型リストバンド確認
3．便，尿器の練習 手　　術　　後 事　　項
1　犠面　　会黶E含劇法 1．飲　食　物Q．補液の注意1
6．　ネブライザー 3． 酸素療法，吸入の注意ぽブライザー
1　ロ．咳ばらいI　　I
i （含・火気注意）
1　　　　手　　　術　　　前　　　日 1 4，　鼻管カテーテルの注意
l　I1．　手術承諾魯確認
@12．入浴，全身清拭，洗髭ヒゲソリ， 1
＆　ドレーンの注意u6．　留置カテーテルの注意
l　l　　爪切り，マニキュア除去
黶E麺品取扱いの翻
7．排　泄　物
（ガ入，尿，便，二物，喀鰹）
II　l4，食　　　事（授乳） 1険蓄　尿
［鼠　安　　　艀 9．深　呼　吸
I　　　　I
F　：6・剃　　毛 10．体　　　位
i　rτ準備品確認 1 11．面　　　会
，　　　8．　血型確認リストバンド装着 1 備 考
1　「 聰　」F
　Ih
1
1　　「
1
に　1
1　1P1
「注?w謄鉾磯碧鳩註ζ篠講朧轟旱漁嶽6ま壽
　　　準備表の前頁へとじ込む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s7．ra－s，ooo）r
表2 手術患者オリエンテーションチェックカード
（南2眼科）
室号 患者名
才
女
手術予定月日
準　　備　　品 サイン
一とゴ塑i墾ス三二⊥＿一
2・・プーン@　1
点滴開始時間
3．ちり紙
筋肉注射時間
4．病衣
5．その他
二1＝ヰ出　床　時　間一・一｝『一一一一一　　所　要　時『一一冒一 閤 一『…一
麻 酔 局所麻
1・の他特蜥
手術前　日 サイン
！・．廼聖饗＿．＿．一」一．．
2．二毛切除．涙　洗浄
手　　術　　後 サイン
繭…一ン
1．飲食物
2　安静 食事
’一
沿鼈鼈鼈黶f
3．入浴、洗髪、全身澗拭．g一 排泄
ひげそり．爪切り
4．貴重品取扱いの説明’
5．便．尿器の練習（説明）
歯みがき
叫山亭ひげそり
（実施）
6．その他特殊指示
手術当H（術前） サイン
1．飲食物
2． 三
指
時
歯
一｛「－．．一一一一一一一
@輪
．『
ソクレス
一　言十
入浴
洗髪
ii＝
　　　　点眼
・体位（頭位）
1，il一，一一1．＋
一L内販
ヘアピン
メガネ（C．L）
3．頭　　四
一F
4．鎮痛剤
5．点眼 　　　レ辻
　　　　　　1／
．tLt－nu|t一一tL」
表3 眼　科　安　静　度　表
芸　静　度　　　　　　；
@　　．＿＿一L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
P　　｝　2　｝　3　1　4　　　　　i 5
一生活範副べ・・上臥床⊥Σ・・上起坐陣内歩行可　院内歩行可ユ 院内制限なし
洗　面｝：繍糖；：奢羨鵬醗タオ壌、のみ：タオ顎，の訓　可
‘一』｝一．．「一一一『
H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿↓．一．＿一一＿．、＿＿＿．．＿＿．
鱒wた・・　い坐伽・て可i自分で行・　自分で行・　｛自分で行・一一
i
排泄 P寝た…　べ・・挫位1・イ・　i・イ・ユトイレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿キ＿一．．＿＿＿＿一ﾛ　測清拭　1清拭　E、　　　1入浴　　入浴
一．＿＿
y＿．＿＿＿＿一一…　　　一洗　劉不可　「不可 i指示後　L醐が行う 自分で行う
一｝冑皿
歯ブラシ
r　　一一一一…一一・　．i　　　　　　　　　一一
日　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　■轤ｻり1不可　　不可　1　　　；自分で行・　i自分で行・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論
　　　　＿＿L_　　劇 十拳　1訪室　｛　　　・鰹吾分で行引馬吝分で行，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1診察描診1三子渉行血行渉行
他科受判廻診　陣椅子　｝歩行　1歩行　i歩行
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表4．
安　静　度 2 3
生活範囲 ベット上 病棟内歩行
洗　　　　面 おしぼり配布 タオルで拭く
食　　　事 ベット上坐位 自分で行う
排　　　　泄 ベット上坐位 トイレ
入　　　浴 タオルで拭く　、 タオルで拭く
洗　　　髪 不　可
歯ブラシ うがい Dr指示後
顔　そ　り 不　可
喫　　　煙 不　可
点　　　眼
一一一一
K　室 処置室で行う
診　　　察 車　椅　子 歩　行
　一一．一一幽　
ｼ科受診 車　椅　子 歩　行
表題
各問
グ題
・レ提
1起プ総
よ総
り合
出干
た
。
　　　耀癖
　　　　　礎不
（Pto特殊性l間である）離難ない
　　ZO％」／一Sx　40％／　　オリエンテーション　　　　　　　　　　　K　　が適切でない
　　　　　　　30％
与ゼ安静渡が守られ尊いOnゾ
［
rr一一一一一一一一11・作製年月日　昭和59年9A～10月　　1
　・1～4グループ（各グループ）
　・紙切れ152枚
　・図解者佐々木（1～4グルーフセ）マトメ）
安責縮
一ノエンrf－Pヨンあお…五．内零，日｝期が．濁・切？・・’rsい．
♪Tリエジテー＝シヨ⊃のイ＝［ろ〃・」窄．い，一
b塘の軌卜m説8Rか・L貧しτいない．
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
重オリ万口，。ン。ろ瞬凝鷺
　　ん㌻’砧庵潔．子足．
　　Pt曾魯炉碓潔1　z・…ない．
イ言違不是
表」。竈付けがぼい
Pヒa倖寺殊4生．
　　　図！．
（kJラ去の」1　StJ）
b・ヒ阿sα宕融函理解．igら之加連う一．
　Pヒと！＞Smく‘19かい
　栄a肋不藏＿　　惣，オけ3．＄一
　　認　Pt・h　9””し、，
　　　　　　‘b・確旧風認鋤足ヒP・～献明不足．
　iE堕角層v・・r凄b．
　倉疑用ネ足
　　Dヒα身瞬．
　　ρr“沸倉～・一ρ・vi・か司、
　　Dレ問託・a．＜いちわ・一い．　　　　　　　・
　　　　　　　1・
［一2tY．！ifL1SI2E2，＝Jeswn
　　　　“一
＿樵町回・自が隷＿
　し2＝いtJし、．
　　孤帆ひ仁加・・薩し、
　優崔虞“杷獲解ない．
　　工夫ネ足．
　　一＄しZ・Nr」い．
　さ虐毅，薙。臼汚足
　　奮”　39
　Pr・PNイ画別づ生麟ピ
K　IN　d・h．
・＼wafl　JBt＝〆瞳“、陰い
（q）s｛｝．tN．etsJ
NSへ画遠慮．
欲享…）不橘
林准α掃
　　　　f
－Pto認・識不1ミド謁
　　甘い考　kb…あ3．
一　62　一
